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漢
詩
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　
漢
詩
は
、
漢
字
だ
け
で
綴
っ
た

詩
で
あ
る
た
め
、
親
し
み
に
く
い

面
も
あ
り
ま
す
が
、
奈
良
時
代
に

中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
、
そ
れ
以
来

日
本
人
の
心
を
捉
え
続
け
て
き
た

文
芸
で
す
。
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
、

現
代
詩
と
並
び
、
静
か
に
広
く
根

付
い
て
い
る
貴
重
な
文
芸
ジ
ャ
ン

ル
で
す
。
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
な

ど
は
、
和
歌
の
流
れ
か
ら
生
じ
て

き
た
文
芸
で
、
明
治
時
代
に
正
岡

子
規
等
の
手
に
よ
り
確
立
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
漢
詩
は
、
日
本
人

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
最
古
の
漢
詩

集
が
、
奈
良
時
代
の
『
懐
風
藻
』

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
芸
と
し
て

も
他
に
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
長

い
歴
史
が
あ
る
ん
で
す
。

　
ま
た
、
他
の
文
芸
と
違
い
、
漢

詩
は
作
成
す
る
基
本
的
な
ル
ー
ル

が
、
そ
の
時
代
よ
り
ま
っ
た
く
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
古
い
詩
、
新

し
い
詩
、
ま
た
中
国
の
詩
な
ど
、

変
わ
り
な
く
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

日
本
で
漢
詩
の
盛
ん
だ
っ
た
時
代

は
い
つ
ご
ろ
で
し
ょ
う
か
？

　
江
戸
時
代
に
、
頼
山
陽
や
広
瀬

淡
窓
と
い
う
先
駆
者
が
活
躍
し
、

庶
民
に
爆
発
的
に
広
ま
り
ま
し

た
。

　
特
に
江
戸
後
期
の
文
化
文
政
の

こ
ろ
は
『
唐
詩
選
』
と
い
う
漢
詩

集
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
そ

れ
を
機
に
日
本
各
地
で
漢
詩
人
が

輩
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大

正
期
以
降
は
下
火
に
な
り
、
現
在

で
は
愛
好
家
な
ど
、
一
部
の
方
の

愛
玩
物
と
し
て
命
脈
を
保
っ
て
い

ま
す
。

現
在
の
漢
詩
の
世
界
は
ど
の
よ
う

な
状
況
で
し
ょ
う
か
？

　
漢
詩
表
現
が
拡
散
し
た
時
代
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
漢
詩
を
素

材
と
す
る
芸
術
は
、
書
道
で
は
書

道
家
が
表
現
を
求
め
、
漢
詩
に
節

を
付
け
て
詠
む
吟
詠
家
も
お
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
吟
詠
に
あ
わ
せ

て
踊
る
吟
舞
家
は
、
そ
の
詩
を
い

か
に
表
現
す
る
か
を
常
に
こ
こ
ろ

が
け
て
い
ま
す
。

　
学
校
教
育
で
は
、
中
学
・
高
校

の
教
科
の
一
部
で
漢
詩
鑑
賞
が
行

わ
れ
、入
試
に
も
出
題
さ
れ
ま
す
。

　
漢
詩
の
創
作
を
楽
し
む
人
々
、

漢
詩
人
は
、
全
国
に
組
織
さ
れ
つ

つ
あ
る
漢
詩
連
盟
の
活
動
が
重
要

に
な
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
全

日
本
漢
詩
連
盟
が
結
成
さ
れ
、
今

年
は
10
周
年
の
記
念
大
会
を
開
催

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
だ
、
組
織

と
な
っ
て
い
な
い
都
道
府
県
も
み

ら
れ
ま
す
が
、
一
般
の
会
員
は
全

国
す
べ
て
の
都
道
府
県
で
活
動
さ

れ
て
お
り
、
い
ず
れ
漢
詩
愛
好
家

は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
本
年
２
月
１
日
か
ら
４
月
30
日
ま
で
の
間
、
全
国
及
び

海
外
よ
り
５
６
９
首
の
漢
詩
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の

中
か
ら
、
特
別
賞
13
首
、
秀
作
賞
・
入
賞
作
品
54
首
が
決

定
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
こ
れ
ら
作
品
の
表
彰
及
び
発
表

を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
会
で
は
、
記
念
講
演
及
び
特
別
賞
の
作
品
展

示
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
韮
崎
市
文
化
協
会
舞
踊
部

に
よ
る
歓
迎
の
舞
踊
、
韮
崎
高
校
・
北
杜
高
校
書
道
部
に

よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
詩
吟
に
よ
る
山
梨
県
に
ち

な
ん
だ
漢
詩
を
舞
う
群
舞
等
も
行
わ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時
　
９
月
29
日
（
日
）
10
時
〜
14
時
30
分

■
会
場
　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル

□
記
念
講
演

■
講
師
　
石
川
　
忠
久
氏
（
全
日
本
漢
詩
連
盟
会
長
）

■
演
題
　
日
本
人
の
漢
詩

　
　
　
　
〜
山
水
を
う
た
う
詩
〜

※
入
場
料
は
無
料
で
す
。

「
漢
詩
は
書
き
直
し
、
考
え
直
し
の
推
敲

ば
か
り
で
…
」
と

パ
ソ
コ
ン
で
制
作
に
励
む
内
藤
氏

（
全
日
本
漢
詩
連
盟
理
事
）

漢詩を舞う山縣博子さん

「
漢
詩
を
は
じ
め
た
こ
と
に
よ
り
、

『
自
然
の
見
方
』
を

教
わ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。」

漢
詩
に
つ
い
て
国
文
祭
韮
崎
市
実
行
委
員　

内
藤
利
信
氏
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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ら
れ
ざ
る
漢
詩
王
国
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で

詩
情
豊
か
な
風
雅
の
集
い
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□
保
阪
嘉
内
記
念
講
演

■
日
時
　
９
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■
演
題

　
花
巻
か
ら
韮
崎
へ

〜
宮
澤
賢
治
か
ら
保
阪
嘉
内
へ
〜

■
講
師
　
牛
崎
　
敏
哉
氏

　（
宮
澤
賢
治
記
念
館
副
館
長
）

■
賢
治
と
嘉
内
の
歌
曲
を
聴
く

　
　
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手

　
　
　
　
　
　
土
井
尻
　
明
子
氏

□
両
講
演
共
通
事
項

■
会
場

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ニ
コ
リ
」

　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
定
員

　
各
回
２
０
０
名
　
※
入
場
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
国
民
文
化
祭
担
当

　（
内
２
６
５
）

県
内
の
活
動
は
ど
う
で
し
ょ
う
？

　
全
国
的
に
見
て
も
有
力
な
漢
詩

会
が
あ
り
、
活
動
が
盛
ん
な
県
の

ひ
と
つ
で
す
ね
。韮
崎
に
あ
る『
韮

崎
漢
詩
会
』
は
『
山
梨
漢
詩
会
』

の
支
部
の
一
つ
で
、
会
員
11
名
と

会
友
の
方
も
若
干
名
お
り
、
毎
月

の
活
動
や
県
大
会
へ
の
参
加
な
ど

楽
し
く
創
作
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
実
は
、
漢
詩
は
、
個
人
で
創
作

を
楽
し
む
人
が
多
い
文
芸
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
表
面
に
現
れ

て
こ
な
い
愛
好
家
の
方
が
た
く
さ

ん
い
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
全
国
規
模
の
漢
詩

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の
応
募
状
況
が

多
い
こ
と
か
ら
も
、
現
れ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

鑑
賞
す
る
と
き
の
見
所
な
ど
は
？

　
石
川
忠
久
氏
に
よ
る
記
念
講
演

は
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
。
特
別
賞
の
入
賞
作
品
は
、
節

を
付
け
な
が
ら
詠
う
『
吟
詠
』
と

呼
ば
れ
る
方
法
に
よ
る
発
表
や
、

県
内
の
有
名
な
書
家
に
よ
る
毛
筆

作
品
を
裏
打
ち
し
た
作
品
の
展
示

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
石
川
丈
山
氏
の
作
品
の

『
富
士
山
』
な
ど
、
有
名
な
作
品

を
吟
詠
し
な
が
ら
舞
う
『
吟
舞
』

の
発
表
も
あ
り
ま
す
。
漢
詩
は
、

聴
い
た
り
、見
た
り
す
る
こ
と
で
、

『
人
生
の
指
針
』、『
四
季
の
移
ろ

い
』、『
日
本
や
中
国
の
歴
史
の
史

実
』、『
人
生
の
喜
び
楽
し
み
』
な

ど
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

漢
詩
は
ど
の
よ
う
に
製
作
し
て
い

く
の
で
す
か
？

　
文
芸
の
世
界
は
、
ど
ん
な
も
の

で
も
盛
り
付
け
る
器
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
、
守
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

が
格
段
に
難
し
く
、
面
倒
で
あ
る

の
が
漢
詩
で
す
。
で
す
か
ら
、
ル

ー
ル
に
慣
れ
る
ま
で
は
難
し
く
感

じ
ま
す
が
、
慣
れ
て
し
ま
う
と
楽

し
み
に
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

内
藤
さ
ん
が
漢
詩
を
作
ら
れ
る
場

合
は
ど
ん
な
と
き
で
し
ょ
う
か
？

ま
た
、何
か
変
わ
ら
れ
た
こ
と
は
。

　
な
か
な
か
机
の
前
に
座
っ
て
い

て
も
、
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
関

心
を
持
っ
て
、
日
々
過
ご
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
旅
行
に
行
っ
た
り
、
散
歩
し

な
が
ら
考
え
た
り
す
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
四
季
折
々
の
自
然
の
移

ろ
い
か
ら
、
発
想
が
わ
く
こ
と
が

多
い
で
す
。

　
漢
詩
を
は
じ
め
た
こ
と
に
よ

り
、
今
ま
で
何
気
な
く
見
て
い
た

『
自
然
の
見
方
』
を
教
わ
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

■
日
時
　
９
月
１
日
（
日
）
〜

            

11
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　
９
時
〜
17
時

　
月
曜
休
館

　（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

■
場
所

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　「
ニ
コ
リ
」
１
階

　
韮
崎
市
ふ
る
さ
と
偉
人
資
料
館

※
入
場
無
料

世
界
展
の
開
催
に
合
わ
せ

記
念
講
演
を
開
催

□
小
林
一
三
記
念
講
演

■
日
時
　
９
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時

■
演
題

　
小
林
一
三
「
16
歳
の
日
記
」

　
〜
韮
崎
か
ら
東
京
へ

　
　
新
出
資
料
の
意
義
〜

■
講
師

　
伊
井

　
春
樹
氏

　（
逸
翁
美
術
館
館
長
）

郷
土
の
偉
人
・
小
林
一
三
翁
の 

生
誕
１
４
０
周
年
を
祝
う 

記
念
茶
会
を
開
催

　
明
治
６
年
（
１
８
７
３
年
）

１
月
３
日
、
甲
州
韮
崎
宿
河
原

部
村
（
現
韮
崎
市
本
町
）
で
誕

生
し
た
一
三
は
、
後
に
、
表
千

家
の
宗
匠
に
学
び
、
茶
人
逸
翁

と
し
て
も
造
詣
が
深
く
、
古
美

術
収
集
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
翁
の

生
誕
１
４
０
周
年
を
記
念
し

て
、
翁
を
偲
び
敬
う
、
記
念
茶

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

　
市
民
の
皆
様
、
お
茶
に
親
し

む
方
々
な
ど
で
、
一
三
翁
生
誕

記
念
を
祝
い
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
９
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時
〜
15
時

■
会
場
　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ニ
コ
リ
１
階
和
室

■
参
加
費
　
無
料

※
た
だ
し
、
定
員
３
０
０
名
に

な
り
次
第
、
終
了
と
な
り
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

　（
内
線
３
５
５
）

「
武
田
の
里
」
に
ら
さ
き
が
生
ん
だ
二
人
の
偉
人

小
林
一
三
・
保
阪
嘉
内
の
世
界
展
を
開
催

列
車
を
走
ら
せ
た
男
の
物
語

　
阪
急
電
鉄
、
宝
塚
歌
劇
団
の
創
設
者
で
あ
る
小
林
一
三
。
盛

岡
高
等
農
林
学
校
で
宮
澤
賢
治
と
出
会
い
交
流
を
深
め
た
保
阪

嘉
内
。
郷
土
出
身
の
２
人
の
偉
人
の
業
績
を
た
ど
り
、
経
済
・

文
化
の
面
か
ら
紹
介
す
る
企
画
展
で
す
。


